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ボーリング調査（案）
(1)目的

(2)調査数量

透水試験 物理試験 Ks1 Ks2

1-1 0 1

1-2
0 1

1-3
1 1

2-1
1 1

2-2
1 1

3-1 1 1

3-2
1 1

4-1 0 1

4-2 0 1

計 5 9

全　量
分　析

ろ 過 後
分 析

　*周辺地下水の項目は、過去の分析において一度でも検出されたものを選定した。

ｶﾄﾞﾐｳﾑ、総水銀、鉛、ﾋ素、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類　　以上5項目

　*ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝはこれまで検出されていないが、検出されているｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝの前駆物質（ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ)であるため選定した。

　③地下水調査及び地質構造調査における各ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ孔は、今後のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞに利用することを目的として、各地点で水質等測定を行う予定の帯水層を対
象とした観測井として仕上げる。 詳細は表2-2に示す表のとおり。

周 辺 地 下
水 水 質

表2-1　　　ボーリング調査数量表
室内試験

＜水質分析項目＞

微 化 石
総合分析

　②地質構造調査は、処分場内及び処分場周辺部で行い、処分場全体の地質構造を把握することを目的とする。

ボーリング番
号

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｶﾄﾞﾐｳﾑ、総水銀、鉛、ﾋ素、ﾌｯ素、ﾎｳ素、pH、COD、SS、
電気伝導率、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類          以上15項目

　①地下水調査は、処分場内及びその周辺部における地下水流向と水質を、帯水層毎に確認することを目的とする。
　　＊調査は、処分場北西部に分布しているKs1層と処分場全域に分布しているKs2層を対象とする。

水質分析

必要に応じて実施。 必要に応じて実施。

火山灰
分  析
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　＊処分場内で行うボーリングは廃棄物調査も兼ねる。

　＊調査孔は、全て観測井として仕上げ、対象とする帯水層はKs1層またはKs2層とする。

表2-2　観測井の設置内容及び数量表

対象層 箇所数

1-1
Ks2

(Ks1と接合)
1

1-2 Ks2 1

1-3 Ks2 1

2-1 Ks1 1

2-2 Ks1 1

3-1 Ks2 1

3-2 Ks2 1

4-1 Ks2 1

4-2 Ks2 1

計 9

(3)補足事項

　＊火山灰分析及び微化石総合分析は、観察だけでは地層構成について判断できない場合に、必要に応じて実施する。

ボーリング
番号

水位観測管

　＊物理試験（土粒子の密度、含水、粒度）は、観察だけでは各地層の連続性を判断できない場合に、試験結果で得られた数値により評価することを目的とし
　　て必要に応じて行う。

　＊室内透水試験は、粘性土層の遮水性を把握することを目的として必要に応じて行う。

　＊栗東市で市No.9付近にKs1層を対象にした観測井を新たに設置する。
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地下水流向調査

(1)目的

　①一斉測水：既設及び新設観測井の地下水位（水頭）を利用して広域の地下水流向を推定するために実施する。

　②孔内流向流速測定：既設及び新設の観測井を利用して、孔内に流向測定センサーを挿入し、その地点の地下水流向を把握するために実施する。

(2)調査数量

図3-2　　地下水流向調査フロー図
最下に作
成

Ks1 Ks2

1-1 0 1

1-2 0 1

1-3 0 1

2-1 1 1

2-2 1 1

3-1 0 1

3-2 0 1

4-1 0 1

4-2 0 1

計 2 9

(3)補足事項

①一斉測水：既設及び新設観測井の地下水位（水頭）を同時に一斉に測定する。

②孔内流向流速測定：既設及び新設観測井を利用しての測定は、開口率などの測定条件により測定できない場合がある。

地下水流向調査は、地下水の流向を測定し得られた結果から汚染地下水の拡散または移動経路を推定することを目的とする。

表3-1　　　地下水流向調査数量表

ボーリング番
号

流向調査

・一斉測水の結果と孔内流向測定結果から地下水流向を評価する。

⑤地下水流向の総合評価

・既設及び新設観測井の水位を同時に測定する。

④既設及び新設観測井の一斉測水

・今回調査で新設する観測井で孔内流向測定を行う。

③新設観測井の孔内流向測定

・測定条件を満たしている観測井で孔内流向測定を行う。

②既設観測井の孔内流向測定

・既設の観測井の水位を同時に測定する。

①既設観測井の一斉測水

 
 

 




